


本資料について

● ゴール

マシン配置次第で売上も変化することを理解した上で
レイアウト変更のポイントを知っていただく

● 内容

1. ジム運営のあるあるから⾒るジムエリアの課題と理想
2. レイアウト改善によるジムの潜在⼒の引き出し⽅
3. AIカメラを活⽤したデータドリブンなジム運営の重要性
4. マシン配置の最適化と差別化できるマシンの導⼊

本資料は、ジム運営をAI化するDXサービス「GYM DX」で得たOpt Fitの知⾒と、世界シェアNo.1マシンメーカーであるジョン
ソンヘルステックジャパンが様々な施設で顧客ニーズに沿ったレイアウトを提供してきた実績を活かして作成したフィットネ
ス施設運営のお役⽴ち資料です。



ジョンソンヘルステックジャパン株式会社について

ジョンソンヘルステックグループは世界シェアNo1を実現し
世界で最も急速に成⻑しているフィットネスマシンメーカーです。

世界で最も優れたフィットネスマシン
の企業グループになる。

MISSION

社名
本社
ショールーム
設⽴
代表取締役社⻑
従業員数
事業内容

ジョンソンヘルステックジャパン株式会社
東京都港区海岸3-9-15 LOOP-Xビル 7F 
東京都港区海岸3-23-32 安⽥ビル3F
2004年3⽉12⽇
髙橋 達夫 
68名
フィットネスマシンの販売、メンテナンス業務

BRAND

MATRIX ショールーム



フィットネス業界におけるAI浸透実現のため、2028年までに
トップシェアである30%の企業にGYM DXをご利⽤いただくことを⽬指しています。

AIと⼈間が共存する仕組みを構築する

株式会社Opt Fit について
MISSION

社名
本社
営業所
設⽴
役員
従業員数
事業内容

HISTORY

2020年  3⽉
      4⽉

2021年  6⽉
2022年  1⽉ 
2023年10⽉

役員3名で共同創業
ジム&スクール向け連絡アプリ
「Linker Bell」をローンチ
「GYMDX」の先⾏リリース開始
「GYMDX」の本リリース
「GYMDX」導⼊実績1,000施設を突破

4

株式会社Opt Fit / Opt Fit Corp. 
愛知県名古屋市中村区名駅3丁目2-22 エスカ名駅東ビル 401
東京都新宿区新宿1-6-3　新宿御苑フロント　2F
2020年3月
代表取締役 CEO 渡邉昂希　取締役 CTO 荒川準也　 取締役 CRO 森田尚也 
30名（24年5月時点）

AIでジム運営が180°変わる GYM DX 
ジム&スクール専用連絡アプリ Linkerbell
その他AIソリューション複数あり



ジム運営のあるあるから⾒る
ジムエリアの課題と理想



ジムエリアあるある その①

マシンのレイアウトあるある



あるあるから⾒る課題 理想

マシンのレイアウトあるある

‧ランニングマシンを窓際に並べがち
 課題：レイアウトの正解が分からない

‧10年前とレイアウトが変わっていない
 課題：レイアウト変更の価値、根拠の不⾜

‧変化するユーザーニーズやターゲットに
 対応したエリア、訴求づくり
 ┗⼩規模リニューアルなどの打ち出しでの
  新規会員獲得。顧客満⾜度向上。

※ただ変えるだけでなく、マーケティングと絡める。



ランニングマシンあるある

ジムエリアあるある その②



あるあるから⾒る課題 理想

ランニングマシンあるある

‧端にあるマシンばかり使われる
 課題：使われないマシンがある

‧全台埋まる時間帯が殆どない
 課題：適切な台数が分からない

‧均等にマシンが使われるレイアウト
 ┗ランニングコストの最⼩化

‧台数の適正化＋空いたスペースの活⽤
 ┗満⾜度向上、収益拡⼤



ジムエリアあるある その③

フリーウェイトエリアあるある



あるあるから⾒る課題 理想

フリーウェイトエリアあるある

‧特定の時間に利⽤者が固まってしまう
 課題：コアユーザーの満⾜度低下

‧初⼼者や⼥性が利⽤しにくい雰囲気がある
 課題：特定の利⽤者の居⼼地の悪さ
    トレーニングの幅が狭まる

‧ストレスなくトレーニングできる環境
 ┗利⽤者の定着、満⾜度上昇

‧誰もが利⽤しやすい包括的な環境
 ┗利⽤者層による退会率の差を緩和



ジムエリアあるある その④

⼥性専⽤エリアあるある



あるあるから⾒る課題 理想

⼥性専⽤エリアあるある

‧⼥性エリアを作ったのに使われていない
 課題：利益に貢献できていないエリアの存在

‧そもそも⼥性エリアを作るスペースがない
 課題：限られたスペースでの対策

‧収益を⽣むエリアへの改善、打ち出し
 ┗既存エリアとの差別化で＋αの価値を創出

‧既存エリアを⼯夫してのプライバシー保護
 ┗限られたスペースでの満⾜度向上



ジムエリアあるある その⑤

その他のジムエリアあるある



あるあるから⾒る課題 理想

その他のジムエリアあるある

‧マシンのラインナップが適切かわからない
 課題：ジムエリアスペースの損失

‧声の⼤きい(要望を⾔う)利⽤者に左右される
 課題：主観的な声を元に改善してしまう

‧ユーザーニーズに沿ったマシン選定
 ┗全てのスペースを有効活⽤する

‧お客様の声とデータに基づいた改善
 ┗根拠を持った改善で施設の価値を向上



レイアウト改善による
ジムの潜在⼒の引き出し⽅



レイアウト改善の重要性

レイアウト‧エリア改善は⼤きな投資をせずに顧客満⾜度を向上させる⼀つの⼿段です。
顧客満⾜度が上がれば退会率が下がり、在籍期間が伸びる事で売上が上がります。
また⾒せ⽅によっては新規集客にもつながる為、ただの「位置替え」ではなく「マーケティング施
策」として取り組むことが重要です。

※上記はロジックツリーの⼀例です



レイアウト改善の考え⽅

ただの「位置替え」ではなく、マーケティング施策の⼀環として取り組む為には以下のポイントが
重要となります。「誰に」「何を」提供するためにレイアウト改善をするのかを考えましょう。

ジム通いが初めてな
初⼼者ユーザー層

誰でも分かるトレーニングと
習慣化できる環境

既存マシンのレイアウトを変えて初
⼼者向けエリアを創出。
習慣化プログラムの提供＋訴求

WHO(誰に) WHAT(何を) HOW(どうやって)

成果が出ていない
⼀般ユーザー層

成果を出す為の
パーソナルトレーニング

レイアウト変更をしてスペースを創
出、ファンクショナルマシンを導⼊
しパーソナルを提供＋訴求

特に退会率が⾼い
⼥性ユーザー層

快適で安⼼できる
トレーニング環境

⾒通しが良く、
明るいエリアに⼥性向けの
マシンやスペースを配置する。

※上記は⼀例です。



レイアウト改善イメージ

⽐較的多いレイアウト 改善レイアウト① 改善レイアウト②



⽐較的多いレイアウト

‧上半⾝のマシンが⼊⼝付近に集約

‧⼥性利⽤が多いマシンがバラバラ

‧FWエリアに⼊りにくい

‧動きのあるマシンが導線上にある



レイアウト改善案①

‧ウェイトマシン導線の確保

‧マシンの向き変更(斜め)

‧⼥性利⽤の多いマシンを集約

‧FWエリアを拡張



レイアウト改善案②

‧ウェイトマシンを中央に集約

‧マシンの向き変更(斜め)

‧⼥性利⽤の多いマシンを集約

‧⼥性専⽤エリア設置

‧FWエリアを拡張

‧ファンクショナルエリア設置

‧カウンターを中央に設置



AIカメラを活⽤した
データドリブンなジム運営の重要性



AIカメラの導⼊による客観的データの収集
マシン‧エリアごとの利⽤率を数値で確認することで適切なマシン配置‧レイアウト変更を実現
データ分析によって、マシン1台ごとの利⽤時間‧エリアごとの滞在時間を時期‧時間帯別に細かく把握で
きるので、顧客のニーズにあった経営判断が可能になります。

マシンごとの時間帯別混雑率データ 器具利⽤率分析

例）トレッドミル



データに基づく意思決定がもたらすメリット

GYM DXの「マシン‧エリア利⽤率分析」によって、データに基づいた経営判断が可能

データ活⽤イメージ

データ活⽤による経営判断

適正なマシン配置‧台数設定で損失を防⽌

器具購⼊における損失を防⽌

レイアウト改善による混雑緩和

運営改善による顧客満⾜度向上



マシン配置の最適化と
差別化できるマシンの導⼊



顧客に選ばれるジムになるために

マシン利用の
現状把握

マシン配置
の適正判断

マシンレイアウトの
見直し

導入マシン
の見直し

分析したデータを参考に意思決定 顧客のニーズありきのレイアウトとマシン選定



差別化するためには導⼊マシン⾒直しが必要不可⽋

住⺠の年齢、性別、地域特性
（独⾝層 / ファミリー層が多い‧温暖 / 

寒冷地‧地域コミュニティーなど）
に合ったマシン選びが重要

商圏内でしっかりと選ばれる
施設‧継続率の⾼い施設づくり

肌感覚や経験則に頼りすぎず
現状把握を⾏うことで、損失を防ぐ

⼀般的な⼈気マシンを購⼊しても、
施設ごとに求められているマシンは異なる

⾃社にとって適切なマシンを
データに基づいて導⼊することで、

他施設との差別化を実現できる

マシン⾃体にはニーズがあるが、
マシン配置‧エリアのレイアウトが原因で

利⽤されていない場合がある



ジムの競争⼒強化に向けた⽀援

ジム内の防犯カメラの映像を活⽤し、ジム運営をAI化するDXサービス

AI監視
（異常検知） マシン‧エリア

利⽤率分析 混雑状況配信 複数⼈⼊館検知 侵⼊禁⽌エリア
⽴⼊検知

AIを駆使した5つのDX機能

マシン‧エリア利⽤率分析

AIがマシン‧エリア
利⽤状況を検知

利⽤状況をデータで
可視化

時期や時間帯ごとに
細かく分析

豊富なマシンラインナップと様々なサポートを提供

多様なニーズに応える、250種類以上のラインナップ

商圏データを活⽤した出店‧運営サポート

※弊社マシンをご導⼊いただいていないクラブ様でもご対応可能です。(無償)

⼈⼝‧世帯データよりエリアに対する参加想定⼈⼝を算出 特定エリア調査



資料に関するお問い合わせやお⾒積り依頼は
以下までご連絡ください。

ジョンソンヘルステックジャパン株式会社
マーケティング担当：桒⾕⼀成

メール：kuwatani@jhtgroup.jp




